
事事例例 ：：環環境境大大善善株株式式会会社社

「「社社外外ののアアーートトデディィレレククタターーとと共共ににデデザザイインン経経営営にに取取りり組組みみ、、

自自社社ののブブラランンドドココンンセセププトトのの明明確確化化ななどどをを通通じじてて、、ブブラランンドド力力をを高高めめたた中中小小企企業業」」

・所在地：北海道北見市 ・従業員数： 名 ・資本金： 万円

・事業内容：その他製造業

事事業業承承継継にに当当たたりり、、自自社社ののリリブブラランンデディィンンググのの必必要要性性をを感感じじるる

北海道北見市の環境大善株式会社は、牛のし尿を再利用した、消臭液、土壌改良材の製造・販売を行う企業であ

る。同社の窪之内誠社長は、先代である父親の窪之内覚会長から事業を承継するに当たり、 代の父親世代の愛

用者が多い自社製品のターゲット層の若返りを図ることが必要だと考えていた。首都圏のバラエティー雑貨を扱

う企業と共に実施した既存製品のパッケージリニューアルを通じて、売上げは一時的に伸びた。一方で、単なるパ

ッケージのリニューアルだけでは長続きはしないと窪之内社長は考え、事業承継を契機に、自社の存在意義を改

めて見直し、リブランディングを行うことにした。様々なデザイナーと面談し、最終的にアートディレクターの鎌

田順也氏と出会い、 年よりデザイン経営に取り組み始めた。

自自社社のの存存在在意意義義をを見見つつめめ直直しし、、新新たたななブブラランンドドココンンセセププトトをを社社内内外外へへ浸浸透透

ブランドコンセプトの見直しに際して、鎌田氏と最初に実施したのは、徹底的な自社の分析だった。自社の強

み、存在意義など様々な観点から、毎週のように経営幹部も交えて議論を重ねた。半年以上に及ぶ議論を踏まえ

て、新たな経営理念として「発酵経営®」を掲げ、 年２月に従業員向けに「環境ダイゼンの考え」という冊子

を作成。 年３月には、「経営指針の書」として改訂し社内に経営理念や存在意義、行動指針を共有していった。

また、「『人』、『暮らし』、『健康』を整え、『地球』を健康にする。」といった内容を含む“ブランドプロミス”（顧

客に約束する価値）を策定し、あわせて社名変更や新たなシンボルマークも作成した。従業員の制服や請求書など

様々な箇所でシンボルマークを使用し、インターナル・ブランディングを進めていった。社外に対しても、地元紙

への広告掲載やオンライン番組の配信を実施し、自社ブランドの浸透を進めた。自社の企業活動・ブランドコンセ

プトを言語化・発信したことで、従業員が自社の活動や技術に自信を深めるとともに、会社への愛着心の向上につ

ながった。

一一貫貫ししたたブブラランンドドココンンセセププトトのの下下でで商商品品パパッッケケーージジををリリニニュューーアアルル、、業業績績もも向向上上

年に入り、最後に実施したのが商品パッケージのリニューアルであった。これまでの取組で明確化された

ブランドコンセプトを基に、同社が新たな顧客ターゲットとして見据える若年層への親しみやすさにも配慮しな

がら、対象となる百貨店や雑貨店、ホームセンターなど顧客層別にパッケージをそれぞれデザイン。 代から

代をターゲットにした女性誌に記事が３回にわたって連載されるなど反響も大きく、百貨店や雑貨店にも商品を

置いてもらいやすくなった。

一連の取組により企業イメージが刷新されたことで、北見市外からの新規採用につながるなど、人材獲得にも

寄与している。さらに利益率の向上や、海外との取引を含めて販路の拡大にもつながっており、来期の売上げは

％程度伸びる見込みだ。「経営者というバスの運転手が父から私に代わり、目的地は同じかもしれないが、どれ

くらいのスピードでどの停留所にとまるか、どういう手順で行くのかを明確に従業員に示すことができた。継続

してデザインによるコミュニケーションを経営に取り込み、北見から産業をつくっていきたい」と、窪之内社長は

語る。

窪之内誠社長 パッケージのリニューアルを

実施した「きえ～る®」

企業ロゴである「善玉菌の大善君」の

マークが入った社屋
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